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巻
頭
レ
ポ
ー
ト

Ｊ
Ｒ
四
国
管
内
に
お
け
る

交
通
広
告
の
推
移

　

四
国
に
お
け
る
鉄
道
の
利
用
状
況
は
、

人
口
減
少
や
高
速
道
路
料
金
の
割
引
施
策

の
影
響
等
に
よ
り
利
用
者
減
の
傾
向
が
続

い
て
い
る
。
平
成
28
年
度
末
に
は
、
訪
日

外
国
人
客
の
増
加
や
地
域
に
お
け
る
多
様

な
観
光
施
策
等
に
よ
り
、
持
ち
直
し
の
傾

向
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
平
成
19
年
度
以

前
に
は
及
ば
な
い
利
用
状
況
と
な
っ
て
い

る
。

　

交
通
広
告
収
入
に
つ
い
て
も
、
大
手
企

業
の
地
方
拠
点
に
お
け
る
広
告
予
算
の
本

社
へ
の
集
約
が
進
む
と
と
も
に
、
鉄
道
利

用
者
の
減
少
に
伴
う
広
告
効
果
の
低
迷
等

に
よ
り
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
状
況
に
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
弊
社
管
内
の

交
通
広
告
収
入
は
、
10
年
前
の
平
成
19
年

度
を
１
０
０
と
し
た
場
合
、
直
近
の
平
成

28
年
度
は
71
と
い
う
水
準
ま
で
低
減
し
て

い
る
。

　

こ
の
減
収
の
要
因
を
具
体
的
に
探
っ
て

い
く
と
、
１
件
当
た
り
の
販
売
金
額
が
大

き
い
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
の
契
約
件
数
の
減
少
、

駅
ポ
ス
タ
ー
や
車
内
吊
り
等
の
普
通
広
告

の
急
速
な
減
少
に
よ
る
も
の
と
推
測
で
き

る
。

　

四
国
管
内
の
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
は
、
観
光

ま
た
は
商
業
施
設
や
土
産
物
、
駅
周
辺
の

病
院
、
大
学
や
専
門
学
校
が
主
な
お
客
様

で
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
ま
た
は
認
知
度
向
上

を
目
的
と
し
た
大
手
企
業
の
サ
イ
ン
ボ
ー

ド
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
駅
ポ
ス
タ
ー
・

車
内
吊
り
等
の
普
通
広
告
に
つ
い
て
も
、

鉄
道
の
輸
送
人
員
の
減
少
に
連
動
す
る
よ

う
に
、
平
成
19
年
度
か
ら
２
、３
年
間
で
急

激
に
減
少
し
、
同
様
の
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
大
手
企
業
等
に
お
い
て
、
広

告
宣
伝
予
算
が
地
方
拠
点
か
ら
首
都
圏
等

の
本
社
主
導
へ
の
集
約
が
進
み
、
四
国
内

で
の
予
算
執
行
が
減
少
し
た
こ
と
も
要
因

の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

従
来
か
ら
の
交
通
広
告
媒
体
が
低
迷
す
る

一
方
で
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
や
ト
ラ

ス
サ
イ
ン
等
の
短
期
媒
体
の
利
用
状
況
は

比
較
的
好
調
に
推
移
し
、
近
年
で
は
サ
イ

ン
ボ
ー
ド
や
駅
ポ
ス
タ
ー
等
の
減
少
を
補

う
、
と
い
う
形
で
交
通
広
告
収
入
の
維
持

に
貢
献
し
て
い
る
。

弊
社
に
お
け
る

短
期
媒
体
の
販
売
傾
向

　

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
含
む
短
期
媒

体
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
お
客
様
の

う
ち
、
最
近
増
加
し
て
い
る
の
は
大
学
の

教
育
機
関
で
、
四
国
内
の
大
学
だ
け
で
は

な
く
、
京
阪
神
や
岡
山
・
広
島
地
区
の
大

学
の
出
稿
も
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

実
際
に
大
学
の
入
試
広
報
担
当
者
か
ら

現
状
を
伺
っ
て
み
る
と
、
従
来
か
ら
の
ポ

ス
タ
ー
や
看
板
に
加
え
て
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
な
ど
学
生
募
集
の
手
法
が
多
様
化
し
て

い
る
こ
と
へ
の
対
応
や
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
や
入
試
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
情
報
の

タ
イ
ム
リ
ー
な
発
信
を
重
点
課
題
と
考
え

て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
等
の
短

期
媒
体
は
、
こ
れ
ま
で
の
駅
ポ
ス
タ
ー
や

サ
イ
ン
ボ
ー
ド
に
比
べ
て
、
制
作
費
用
が

比
較
的
安
価
で
、
か
つ
容
易
に
広
告
内
容

を
変
更
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が

媒
体
を
シ
フ
ト
し
て
い
る
理
由
と
し
て
考

え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
本
州
と
四
国
の
間
の
鉄
道
や
高

速
バ
ス
等
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
多
様

化
に
よ
り
四
国
の
在
住
者
に
と
っ
て
の
意

四
国
管
内
に
お
け
る
交
通
広
告
事
情
と
そ
の
対
応
策

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
企
画

営
業
部

西
岡
　
秀
城
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識
的
な
距
離
が
縮
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、

大
学
の
設
置
エ
リ
ア
内
の
学
生
数
が
足
り

な
い
た
め
に
四
国
の
学
生
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
て
捉
え
始
め
た
こ
と
も
一
因
だ
と
考

え
て
い
る
。

交
通
広
告
収
入
の
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み

　

こ
の
よ
う
な
傾
向
の
中
、
弊
社
と
し
て

交
通
広
告
収
入
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

よ
り
利
用
し
や
す
い
、
よ
り
訴
求
力
の
高

い
広
告
媒
体
を
お
客
様
に
提
供
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、

平
成
24
年
か
ら
毎
年
、
高
松
駅
、
松
山
駅
、

徳
島
駅
、
高
知
駅
へ
と
設
置
し
、「
四
国
」

と
し
て
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
実
現
し
た
。
ま
た
、「
こ
ん
ぴ

ら
さ
ん
」
の
玄
関
口
と
し
て
観
光
客
で
賑

わ
う
琴
平
駅
に
お
い
て
も
、
昨
年
12
月
か

ら
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
稼
働
さ
せ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
琴
平
駅
駅
舎
の
耐
震
補

強
に
伴
う
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に
お
い
て

既
設
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
が
当
該
工
事
に
支
障

す
る
と
と
も
に
、
移
設
先
が
駅
構
内
に
確

保
で
き
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、

関
係
箇
所
と
の
調
整
の
上
、
60
イ
ン
チ
デ

ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
用
の
設
置
ス
ペ
ー
スリニューアル後の琴平駅全景

画面を増設した高松駅デジタルサイネージ

※いずれも平成 19 年度を 100 とした場合

四国管内の交通広告収入
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を
確
保
し
、
そ
の
中
に
広
告
を
収
容
す

る
こ
と
で
、
ほ
ぼ
全
て
の
お
客
様
が
継
続
、

と
い
う
経
緯
で
設
置
し
た
も
の
で
あ
っ
た

が
、
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
放
映
枠
を
拡
大
す
る

こ
と
で
既
存
お
客
様
に
加
え
て
、
新
規
契

約
を
数
件
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
回
の
方
法
に
よ
っ
て
、
耐
震
補
強
等

の
駅
舎
内
で
の
工
事
等
を
理
由
と
し
た
広

告
媒
体
の
支
障
移
転
が
発
生
し
た
場
合
に

お
い
て
も
、
既
存
お
客
様
へ
の
ご
迷
惑
を

極
力
少
な
く
し
つ
つ
、
広
告
収
入
の
確
保

に
つ
な
げ
る
モ
デ
ル
を
確
立
が
で
き
た
と

考
え
て
い
る
。

琴平駅構内デジタルサイネージ▲▼

● 

支 

部 

便 

り 

●

支
部
総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
総
会
で
は
、
小
濵
支
部
長
の
挨

拶
後
、
平
成
29
年
度
事
業
計
画
（
案
）、
予

算
（
案
）
の
審
議
に
移
り
、
そ
れ
ぞ
れ
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
講
演
会
で
は
、

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
本
部
の
加
藤
専
務
理
事
を
お

招
き
し
、「
鉄
道
広
告
の
事
故
防
止
」
に
つ

い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
九
州
支
部

と
し
て
は
、
初
め
て
の
安
全
講
習
会
で
し

た
の
で
、
皆
さ
ま
熱
心

に
耳
を
傾
け
ら
れ
て
お

り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
平
成
29

年
７
月
に
発
生
し
た
九

州
北
部
豪
雨
で
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
朝
倉
市

を
支
援
す
る
意
味
を
込
め
て
、
朝
倉
で
製

造
さ
れ
た
お
酒
や
、
生
産
さ
れ
た
野
菜
や

果
物
を
購
入
し
、

会
員
の
皆
さ
ま
に

御
賞
味
い
た
だ
き

ま
し
た
。
28
社
50

名
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
情
報

共
有
と
親
睦
を
深

め
る
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

ご
多
忙
の
中
、

講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
加
藤
専
務
理

事
に
、
こ
の
場
を

借
り
て
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

九
州
支
部

九
州
支
部
総
会
を
開
催

　

九
州
支
部
（
小
濵
和
彦
支
部
長
）
で
は
、

８
月
28
日
（
月
）、
九
州
支
部
会
員
25
社
と

賛
助
会
員
３
社
の
計
28
社
（
５
社
欠
席
）

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
平
成
29
年
度
九
州

講演会

懇親会で出された朝倉の野菜と果物

挨拶する小濵支部長

同じく朝倉のお酒

ま
と
め

　

冒
頭
の
数
値
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
四
国
に
お
け
る
交
通
広
告
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
今
後
も
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
が
、
お
客
様
の
目

標
と
す
る
も
の
や
課
題
を
敏
感
に
感
じ
取

り
、「
広
告
」
と
い
う
手
段
を
ご
提
供
す
る

こ
と
で
、
Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ
の
内
外
を

問
わ
ず
、
お
客
様
の
目
標
達
成
に
向
け
た

サ
ポ
ー
ト
な
ら
び
に
弊
社
の
広
告
収
入
の

確
保
・
拡
大
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

交
通
広
告
実
務
研
修
の
開
催

　

近
畿
・
中
国
・
北
陸
支
部
（
山
本
章
義

支
部
長
）
で
は
、
９
月
27
日
（
水
）
㈱
Ｊ

Ｒ
西
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
８
階

　

大
会
議
室
に
お
い
て
、
２
０
１
７
年
度

「
交
通
広
告
実
務
研
修
」
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
総
勢
87
名
の
会
員

様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
テ
ー
マ
と
講
師
は
次
の
と
お
り
）

《
第
一
部
》

　
「
交
通
広
告
が
注
目
を
得
る
た
め
に
必
要

近
畿
・
中
国
・
北
陸
支
部
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と
ト
ピ
ッ
ク
ス
～
」

講
師
：
㈱
ジ
ェ
イ

ア
ー
ル
東
日
本
企
画

交
通
媒
体
本
部　

デ

ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

推
進
セ
ン
タ
ー
長　

山
本
孝
氏

　

最
後
に
、
冨
田
副
支
部
長
よ
り
研
修
の

感
想
を
交
え
た
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
多
忙
な
折
り
今
回
の
研
修
に
お
時
間

を
割
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
講
師
の
お
二

人
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

中
部
支
部
総
会
を
開
催

　

中
部
支
部
（
阿
久
津
光
志
支
部
長
）
は
、

７
月
24
日
（
月
）
Ｊ
Ｒ
セ
ン
ト
ラ
ル
タ
ワ
ー

ズ
33
Ｆ
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
会
議
室
に
お
い
て
、
支
部
総
会
を

開
催
し
た
。

日
時
：
７
月
24
日
（
月
）
17
時
30
分
～
17

時
55
分

会
場
：
Ｊ
Ｒ
セ
ン
ト
ラ
ル
タ
ワ
ー
ズ
33
Ｆ

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

会
議
室

出
席
者
：
会
員
社
36
社
中
27
社
、
委
任
状

７
社

　

総
会
は
、
支
部
会
員
36
社
の
う
ち
34
社

が
出
席
（
本
人
出
席
27
社
、
委
任
状
出
席

７
社
）、
支
部
運
営
規
則
第
15
条
の
規
定
に

よ
り
、
本
総
会
が
成
立
。
続
い
て
、
支
部

運
営
規
則
第
14
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
事

務
局
よ
り
東
海
葊
告
㈱　

高
橋
公
比
古
代

表
取
締
役
社
長
が
指
名
さ
れ
、
以
下
の
６

つ
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
た
。

第
１
号
議
案
「
平
成
28
年
度
事
業
報
告

（
案
）」
お
よ
び
第
２
号
議
案
「
平
成
28
年

度
決
算
（
案
）」
に
つ
い
て

第
３
号
議
案
「
平
成
29
年
度
事
業
計
画

（
案
）」、
第
４
号
議
案
「
平
成
29
年
度
予
算

（
案
）」
お
よ
び

第
６
号
議
案
「
中
部
支
部
運
営
規
則
の
改

正 （
案
）」
に
つ
い
て

第
５
号
議
案
「
役
員
の
選
任
（
案
）」
に
つ

い
て

　

事
業
報
告
お
よ
び
決
算
に
つ
い
て
は
、

会
計
責
任
者
の
表
示
灯
㈱　

長
尾
取
締
役

名
古
屋
支
社
長
よ
り
監
査
の
結
果
適
正
で

あ
る
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、中
部
支
部
へ
の
新
規
入
会
社
（
㈱

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画　

中
部
支
社
）

に
つ
い
て
報
告
、
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

以
上
、
全
て
満
場
一
致
で
原
案
通
り
承

認
さ
れ
、
議
長
が
本
総
会
で
の
目
的
事
項

を
全
て
終
了
し
た
こ
と
を
宣
言
し
、
中
部

支
部
平
成
29
年
度
定
期
総
会
は
閉
会
と

な
ポ
イ
ン
ト
～
事
例
紹
介
を
ま
じ
え
～
」

講
師
：
㈱
Ｊ
Ｒ
西
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ズ　

企
画
部 

課
長　

土
屋
樹
一
氏

《
第
二
部
》

「
交
通
広
告
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
連
携
に

つ
い
て
～
首
都
圏
交
通
広
告
の
ト
レ
ン
ド

中
部
支
部

山本孝氏

日
本
企
画
の

山
本
様
よ
り

「
交
通
広
告

と
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
連
携
に
つ
い
て
～
首
都
圏
交
通

広
告
の
ト
レ
ン
ド
と
ト
ピ
ッ
ク
ス
～
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
義
い
だ
き
ま
す
。

　

広
告
業
界
全
体
の
広
告
費
は
、
上
昇
あ

る
い
は
水
準
を
保
っ
て
い
ま
す
が
、
媒
体

の
比
率
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
し
て
、

交
通
媒
体
に
つ
い
て
も
徐
々
に
長
期
低
落

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
媒
体
に
注
目
を
あ
び

る
た
め
に
様
々
な
工
夫
を
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
第
一

部
の
土
屋
様
よ
り
事
例
を
交
え
て
紹
介
し

て
も
ら
い
ま
す
の
で
是
非
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。
も
う
一
方
で
Ｏ
Ｏ
Ｈ
媒
体
は
独

立
し
て
価
値
を
維
持
す
る
の
は
難
し
く
、

今
後
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
等
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
が
進
ん
で
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
交
通
広
告
の
価
値
が
再
認
識

さ
れ
、
向
上
し
て
い
く
も
の
で
は
な
い

か
と
多
く
の
方
が
考
え
て
い
ま
す
。
山

本
孝
様
は
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
の
技
術
開
発
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
こ
の
よ
う
な

問
題
に
具
体
的
に
取
り
組
み
、
実
務
の

面
で
も
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画
で

実
現
さ
れ
て
き
た
方
で
す
し
、
様
々
な

角
度
か
ら
お
話
し
し
て
い
た
だ
け
る
と

思
い
ま
す
。

　

少
し
長
い
研
修
と
な
り
ま
す
が
、
前

半
も
後
半
も
角
度
の
違
っ
た
興
味
深
い

講
演
と
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
聴

講
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

挨拶する山本支部長

山
本
章
義
支
部
長
挨
拶

　

本
日
は
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
近
畿
・
中
国
・

北
陸
支
部
の
交
通
広
告
実
務
研
修
に
多

数
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
研
修
は
、
代
理
店
各
社
の
将
来

を
担
う
で
あ
ろ
う
若
手
の
実
務
担
当
者

に
向
け
て
、
交
通
広
告
を
販
売
し
て
い

た
だ
く
う
え
で
役
に
立
つ
情
報
や
、
最

新
の
ト
レ
ン
ド
を
お
伝
え
す
る
目
的
で
、

毎
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
日
は
、
第
一
部
で
㈱
Ｊ
Ｒ
西
日
本

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
土
屋
様
よ

り
「
交
通
広
告
が
注
目
を
得
る
た
め
に

必
要
な
ポ
イ
ン
ト
～
事
例
紹
介
を
ま
じ

え
～
」、
第
二
部
で
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東

土屋樹一氏
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中
部
支
部
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

ま
た
、中
部
支
部
で
は
、10
月
16
日
（
月
）

Ｊ
Ｒ
ゲ
ー
ト
タ
ワ
ー
16
階 

ゲ
ー
ト
タ
ワ
ー

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
お
い
て
、
中
部
支
部

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。今
回
は
㈱
リ
サ
ー

チ
・
ア
ン
ド
・
デ
ィ
ベ
ロ
プ
メ
ン
ト　

ビ

ジ
ネ
ス
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
堀ほ

り

好よ
し

伸の
ぶ

氏
を

講
師
に
お
招
き
し
、「
若
者
の
消
費
行
動
～

“
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
消
費
”
を
乗
り
越
え

る
！
～
」
を
テ
ー
マ
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、
22
社
58
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、一
見
「
欲
が
な
い
」「
モ

ノ
を
買
わ
な
い
」
と
も
取
れ
る
若
者
の
消

費
行
動
は
実
際
に
は
異
な
っ
て
お
り
、
実

は
若
者
の
意
識
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
で

は
な
く
社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
し
た
結

果
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
今
後
は
ま
す
ま
す

本
質
に
回
帰
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
重
要
性
が
高
ま
る
こ
と
を
具
体
的
な
事

例
を
元
に
お
話
し
い
た
だ
い
た
。
鉄
道
広

告
に
と
っ
て
も
若
者
の
消
費
は
密
接
な
関

係
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
多
く
の
参
加
者
は

若
者
世
代
の
消

費
ス
タ
イ
ル
を

理
解
す
る
い
い

機
会
と
し
て
熱

心
に
耳
を
傾
け

て
い
た
。

な
っ
た
。

　

支
部
総
会
終
了
後
に
、名
古
屋
マ
リ
オ
ッ

ト
ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル
に
て
26
社
57
名
が
参

加
し
て
懇
親
会
を
行
っ
た
。
中
部
支
部
幹

事
の
㈱
中
央
廣
告　

矢
田
篤
識
代
表
取
締

役
社
長
の
挨
拶
・
乾
杯
に
始
ま
り
、
フ
ジ

ヤ
広
告
㈱　

橋
川
寛
治
代
表
取
締
役
社
長

の
中
締
め
に
て
終
了
。
出
席
し
た
支
部
会

員
は
和
や
か

な
雰
囲
気
の

な
か
、
会
員

各
社
と
の
親

睦
を
深
め
、

楽
し
ん
だ
。

セミナー講師の堀好伸氏

交
通
広
告
実
務
研
修
を

開
催

　

首
都
圏
支
部
（
原
口
宰
支

部
長
）で
は
10
月
25
日（
水
）、

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画

10
Ｆ
大
会
議
室
に
お
い
て
、

交
通
広
告
に
携
わ
っ
て
ま
だ

日
の
浅
い
若
手
社
員
を
対
象

と
す
る
「
交
通
広
告
実
務
研

修
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
研
修
は
、
交
通
広
告
に
関

首
都
圏
支
部

す
る
実
務
の
基
礎
を
学
べ
る
も
の
で
す
。

　

原
口
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、
次
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
講
義
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、24
社
50
名
の
皆
さ
ま
が
参
加
さ

れ
、熱
心
に
講
義
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

〈
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
〉

９
時
45
分　

原
口
首
都
圏
支
部
長
挨
拶

10
時
00
分　

交
通
広
告
ビ
ジ
ネ
ス
概
論

講
師
：
金
沢
一
幸
氏

㈱
メ
ト
ロ
ア
ド
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー　

媒
体

本
部 

媒
体
戦
略
局

交
通
広
告
の
概
要
と
実
務
に
関
す
る
講
義

①
交
通
広
告
の
変
遷

②
交
通
広
告
の
種
類
・
名
称

③
交
通
広
告
の
特
性

④
交
通
広
告
の
市
場
規
模

⑤
交
通
広
告
の
業
務
フ
ロ
ー

11
時
10
分　

交
通
広
告
の
展
開
事
例
に
関

す
る
研
修

金沢一幸氏

吉田勝広氏

乾杯の発声をする㈱中
央廣告代表取締役社長
矢田篤識氏

紫藤裕二氏

石黒孝夫氏

の
存
在
を
人
々

に
認
知
し
て
い

た
だ
く
良
い
機

会
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
し

か
し
、
今
ま
で

通
り
の
広
告
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

媒
体
の
魅
力
を
活
か
し
た
広
告
づ
く
り

を
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
だ
ろ

う
。
鉄
道
広
告
は
広
告
主
、
代
理
店
の

皆
様
の
協
力
の
う
え
に
成
り
立
つ
も
の

で
あ
る
。
広
告
業
界
全
体
が
厳
し
い
目

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
面
も
あ
る
が
、
社

会
に
対
し
夢
を
持
ち
そ
の
意
義
を
つ
く

る
こ
と
に
我
々
の
存
在
意
義
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

阿
久
津
光
志
支
部
長
挨
拶

　

早
い
も
の
で
、
昨
年
の
中
部
支
部
総

会
か
ら
１
年
が
経
っ
た
。
昨
年
の
今
頃

は
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
な
ど
で
世

の
中
が
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
か
ら
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
に
変
化
し
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
最
近
も
世
界

で
は
色
々
な
動
き
が
あ
り
、
世
界
全
体

が
不
安
定
・
不
確
定
な
状
態
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
鉄
道
の
需
要
は
底
堅

く
支
え
ら
れ
て
い
る
。
名
古
屋
を
中
心

と
し
た
中
部
地
区
で
は
、
Ｊ
Ｒ
ゲ
ー
ト

タ
ワ
ー
の
開
業
や
伏
見
・
栄
の
再
開
発

な
ど
、
鉄
道
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

く
変
化
・
成
長
し
て
い
る
。
中
部
地
区

に
人
々
が
集
ま
る
こ
と
で
、
鉄
道
広
告

挨拶する阿久津支部長
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う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
今
日

皆
さ
ま
に
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
の
は
、
我
々
の
交
通
広
告
の

世
界
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
、
右
肩
下
が
り

と
い
う
よ
り
本
当
に
横
ば
い
で
必
死
に
こ

ら
え
て
い
る
、
あ
る
意
味
健
闘
し
て
い
る

と
言
え
ま
す
。
考
え
て
み
れ
ば
紙
の
媒
体

と
い
う
の
は
、
積
極
的
に
そ
の
媒
体
を
手

に
し
な
け
れ
ば
見
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
交
通
広
告
と
い
う
の
は
人
が
移
動
す

る
限
り
に
お
い
て
は
、
目
に
飛
び
込
ん
で

く
る
、
半
強
制
的
な
媒
体
で
あ
る
と
い
う

特
徴
が
あ
り
ま
す
。「
交
通
広
告
が
す
ご
く

好
き
だ
」、「
交
通
広
告
の
持
っ
て
い
る
そ

の
特
徴
を
生
か
し
た
い
の
だ
」と
お
っ
し
ゃ

る
あ
り
が
た
い
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
た
く
さ

ん
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
そ
の
こ
と
が

今
の
交
通
広
告
の
健
闘
と
い
う
か
、
必
死

に
現
状
維
持
を
続
け
て
い
る
状
況
を
支
え

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
少
し
ひ
い
き

目
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
交
通
広
告
は
間

違
い
な
く
ネ
ッ
ト
の
購
買
者
と
親
和
性
が

高
い
は
ず
で
す
、
な
ぜ
な
ら
ば
、
人
は
移

動
す
る
時
に
は
起
き
て
い
る
か
ら
で
す
。

ネ
ッ
ト
の
購
買
者
は
交
通
広
告
の
敵
だ
と

よ
く
言
わ
れ
ま
す
、「
電
車
を
見
て
ご
ら
ん

な
さ
い
、
７
、８
割
の
人
が
ス
マ
ホ
を
見
て

い
る
だ
け
で
、
今
ま
で
、
交
通
広
告
、
例

え
ば
中
づ
り
や
窓
上
、
或
い
は
駅
の
ポ
ス

タ
ー
に
目
を
凝
ら
し
て
い
た
人
た
ち
が
、

皆
ス
マ
ホ
を
見
て
い
る
か
ら
、
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
言
わ
れ
ま

す
。
む
し
ろ
敵
は
「
椅
子
で
寝
て
い
る
人
」

で
あ
っ
て
、「
起
き
て
い
る
人
間
」
と
い

う
の
は
、
受
動
的
か
能
動
的
で
あ
る
か
は

と
も
か
く
、
ス
マ
ホ
と
い
う
媒
体
を
通
じ

て
「
情
報
を
獲
ろ
う
」
と
し
て
い
る
、
或

い
は
「
何
ら
か
の
情
報
と
ア
ク
セ
ス
を
し

て
い
る
」
わ
け
で
す
。
そ
の
脳
が
覚
醒
し

て
い
る
人
と
交
通
広
告
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
と
の
間
で
親
和
性
を
高
め
れ
ば
、
間
違

い
な
く
交
通
広
告
は
ネ
ッ
ト
と
仲
良
く
な

り
な
が
ら
発
展
で
き
る
は
ず
だ
と
、
交
通

広
告
に
携
っ
て
い
る
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
人

間
が
思
っ
て
い
る
の
で
す
。
た
だ
問
題
は
、

そ
の
方
法
で
す
。
入
り
口
が
た
く
さ
ん
あ

り
す
ぎ
て
、
ど
の
入
口
を
通
れ
ば
、
ど
の

原
口
宰
支
部
長
挨
拶

　

大
変
お
忙
し
い
中
、
足
元
の
悪
い
中
、

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
の
研
修
会
に
大
勢
ご
参
加

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
の
開
講
に
あ
た
り
ひ
と
こ
と

ご
挨
拶
い
た
し
ま
す
。

　

弊
社
の
新
入
社
員
と
色
々
な
話
を
し

ま
す
が
、
こ
れ
で
大
丈
夫
か
と
思
う
こ

と
が
時
々
あ
り
ま
す
。
ど
こ
の
新
聞
を

読
ん
で
い
る
の
か
と
聞
く
と
「
新
聞
は

取
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
の
で
す
。
最

近
の
若
い
人
の
特
徴
と
し
て
、
家
で
新

聞
を
取
っ
て
い
な
い
、
車
を
運
転
し
な

い
、
車
を
持
た
な
い
人
が
と
て
も
多
い

と
聞
き
ま
す
が
、
雑
誌
を
買
わ
な
い
、

新
聞
を
買
わ
な
い
と
い
う
人
も
も
の
す

ご
く
増
え
て
い
ま
す
。
で
は
、ど
う
や
っ

て
情
報
収
集
す
る
の
か
聞
く
と
、
ネ
ッ

ト
で
い
く
ら
で
も
取
れ
ま
す
と
、
そ
れ

は
ま
っ
た
く
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。

そ
の
こ
と
が
広
告
業
界
に
も
大
き
な
地

殻
変
動
を
も
た
ら
し
、
新
聞
、
雑
誌
な

ど
い
わ
ゆ
る
紙
媒
体
の
比
率
が
ど
ん
ど

ん
落
ち
、
２
年
後
と
も
３
年
後
と
も
、

ネ
ッ
ト
広
告
の
総
売
り
上
げ
が
テ
レ
ビ

を
超
え
る
日
が
近
未
来
的
に
来
る
だ
ろ

登
山
口
を
通
れ
ば
早
く
頂
上
へ
達
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
途
中
に
崖
は
な

い
の
か
が
よ
く
分
か
ら
な
い
。
そ
の
分

か
ら
な
い
中
で
手
探
り
を
し
て
い
る
と

い
う
状
況
で
す
。
交
通
広
告
は
恐
ら
く

こ
れ
か
ら
主
流
に
な
る
ネ
ッ
ト
広
告
と

親
和
性
を
持
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
広

告
で
あ
り
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
発
展

性
が
あ
る
広
告
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

共
有
す
べ
き
考
え
方
と
し
て
、
若
い
皆

さ
ん
に
は
そ
れ
を
前
提
と
し
て
色
々
な

柔
軟
な
考
え
方
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
大
事
な
こ
と
は
、
そ

れ
を
形
に
し
て
、「
面
白
い
こ
と
を
考
え

る
ね
」
と
言
わ
れ
な
が
ら
、
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
と
い
う
状

況
を
一
日
で
も
早
く
作
ら
な
く
て
は
い

け
な
い
こ
と
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今

日
一
日
長
い
よ
う
で
短
い
と
思
い
ま
す
。

受
け
身
の
姿
勢
で
、「
な
る
ほ
ど
交
通
広

告
と
は
そ
ん
な
も
の
か
」
と
い
う
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
ぜ

ひ
頭
の
ど
こ
か
に
「
交
通
広
告
こ
れ
か

ら
ど
う
す
る
か
」
と
い
う
こ
と
の
問
題

意
識
を
持
ち
な
が
ら
、
今
日
一
日
過
ご

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
極
め
て
有
意
義

な
一
日
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

講
師
：
吉
田
勝
広
氏

㈱
オ
リ
コ
ム　

Ｏ
Ｏ
Ｈ
メ
デ
ィ
ア
局

交
通
広
告
の
展
開
事
例
に
関
す
る
講
義

13
時
30
分　

交
通
広
告
の
倫
理
綱
領
、
掲

出
基
準
に
関
す
る
講
義

講
師
：
石
黒
孝
夫

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画 

交
通
媒
体

局
審
査
部

交
通
広
告
の
倫
理
綱
領
、
掲
出
基
準
に
関

す
る
講
義

14
時
30
分　

安
全
研
修

講
師
：
紫
藤
裕
二
氏

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画　

交
通
媒

体
局
設
備
・
安
全
対
策
部

交
通
広
告
の
掲
出
・
撤
去
作
業
時
の
安
全

対
策
に
関
す
る
講
義

原口支部長
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「サッカーワールドカップ観戦記」
常任理事　大塚　尚司（株式会社オリコム）

　
「
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
12
月
号
が
皆
さ

ん
の
お
手
元
に
届
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
12
月

１
日
に
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ロ
シ
ア
大
会
の
組
み

合
わ
せ
、
日
程
が
決
定
し
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
６
月
14
日
開
幕
に
向
け
て
世
界

中
が
大
い
に
盛
り
上
が
る
と
思
う
と
ウ
キ
ウ
キ

し
て
き
ま
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
存
在
を

知
っ
た
の
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
キ
ン
グ
・
ペ
レ
が
大

活
躍
し
た
１
９
７
０
年
メ
キ
シ
コ
大
会
で
し
た
。

小
学
校
４
年
生
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
た
私
が

６
年
生
12
歳
の
と
き
で
す
。

　

テ
レ
ビ
東
京
の
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
」

で
故
岡
野
俊
一
郎
さ
ん
が
解
説
し
て
、
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
金
子
さ
ん
と
の
名
コ
ン
ビ
で
日
本
に
、

そ
し
て
私
に
１
年
を
か
け
て
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
の
す
ご
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
日
本
の
サ
ッ
カ
ー
は
釜
本
、
杉
山
が

活
躍
し
た
１
９
６
８
年
メ
キ
シ
コ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
（
私
は
こ
の
ブ
ー
ム
で

サ
ッ
カ
ー
を
始
め
ま
し
た
）
し
て
か
ら
、
１
９

９
６
年
前
園
、
中
田
ヒ
デ
の
活
躍
で
ブ
ラ
ジ
ル

を
破
っ
た
「
マ
イ
ア
ミ
の
奇
跡
」
ま
で
、
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
ど
こ
ろ
か
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
さ
え

出
場
出
来
な
い
暗
黒
の
時
代
で
し
た
。

　

日
本
が
予
選
敗
退
を
繰
り
返
し
て
出
場
で
き

な
か
っ
た
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
、
70
年
メ
キ
シ

コ
大
会
後
も
ベ
ッ
ケ
ン
バ
ウ
ア
ー
VS
ク
ラ
イ
フ

の
74
年
大
会
、
ケ
ン
ペ
ス
の
78
年
大
会
、
ブ
ラ

ジ
ル
「
黄
金
の
カ
ル
テ
ッ
ト
」
が
ロ
ッ
シ
に
一

蹴
さ
れ
た
82
年
大
会
、「
ゴ
ッ
ド
ハ
ン
ド
」
と
「
５

人
抜
き
」
マ
ラ
ド
ー
ナ
の
86
年
大
会
と
大
い
に

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

暗
黒
の
日
本
サ
ッ
カ
ー
時
代
の
私
に
と
っ
て
、

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
遥
か
彼
方
の
別
の
世
界
で

行
わ
れ
て
い
る
印
象
で
し
た
。

　

そ
ん
な
86
年
メ
キ
シ
コ
大
会
に
高
校
時
代
の

サ
ッ
カ
ー
部
の
恩
師
が
奥
様
と
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
観
戦
。

　

そ
の
お
土
産
話
を
聞
き
「
日
本
人
も
観
戦
し

て
い
い
ん
だ
」
と
気
が
つ
い
た
わ
け
で
す
。

　

90
年
イ
タ
リ
ア
大
会
は
、
準
決
勝
２
試
合
と

決
勝
を
観
戦
。

　

地
元
イ
タ
リ
ア
が
マ
ラ
ド
ー
ナ
率
い
る
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
に
Ｐ
Ｋ
戦
で
惜
敗
。
満
月
の
ナ
イ
ト

ゲ
ー
ム
で
ナ
ポ
リ
の
観
衆
８
万
人
の
オ
ー
ソ
レ

ミ
オ
は
忘
れ
ら
れ
な
い
で
す
。

　

ト
リ
ノ
で
の
準
決
勝
、
西
ド
イ
ツ
VS
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
は
チ
ケ
ッ
ト
を
ミ
ラ
ノ
の
ホ
テ
ル
に
忘

れ
て
大
騒
ぎ
!!

　

94
年
ア
メ
リ
カ
大
会
は
前
年
の
「
ド
ー
ハ
の

悲
劇
」
で
日
本
が
初
参
加
の
チ
ケ
ッ
ト
を
失
っ

た
大
会
で
し
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
ブ
ラ

ジ
ル
を
２
試
合
観
戦
。
そ
の
間
に
ボ
ス
ト
ン
に

飛
ん
で
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
マ
ラ
ド
ー
ナ
を
応

援
。
マ
ラ
ド
ー
ナ
は
こ
の
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
戦
後

の
ド
ー
ピ
ン
グ
検
査
で
陽
性
反
応
が
検
出
さ
れ
、

永
久
追
放
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
マ
ラ
ド
ー

ナ
最
後
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
代
表
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
姿
を
見
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

98
年
フ
ラ
ン
ス
大
会
は
、「
ジ
ョ
ホ
ー
ル
バ
ル

の
歓
喜
」（
こ
の
試
合
も
弾
丸
ツ
ア
ー
で
応
援
に

行
き
ま
し
た
）
で
予
選
突
破
し
て
日
本
が
初
参

戦
し
た
大
会
で
す
。

　

リ
ヨ
ン
で
の
ジ
ャ
マ
イ
カ
戦
で
中
山
ゴ
ン
の

歴
史
に
残
る
日
本
初
得
点
は
見
ら
れ
ま
し
た
が
、

日
本
は
惨
敗
。

　

２
０
０
２
年
は
日
韓
共
催
大
会
。
小
学
校
６

年
生
の
息
子
と
浦
和
、
鹿
島
、
ソ
ウ
ル
、
そ
し

て
家
族
４
人
で
宮
城
と
４
試
合
観
戦
。
宮
城
で

の
「
死
の
Ｆ
組
」
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
VS
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
戦
は
決
戦
で
し
た
が
、
妻
と
娘
は
ど
の
国

が
対
戦
し
た
か
も
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

ス
タ
ジ
ア
ム
か
ら
の
帰
り
の
バ
ス
乗
り
場
が

広 場

サンパウロの空港で歴代のワール
ドカップ使用球と !!

ブラジルワールドカップ日本初戦
の朝、JAPAN ユニフォームを着
てレシフェのビーチ !!



Vol.45

8

編集後記

　●次号Vol.46は2月1日発行予定です。お楽しみに。

●会員社の代表者が変更になった場合など、
変更届はホームページ（http://j-jafra.jp）の
「各種届出書類」に用意してございますので、
ご記入の上、事務局宛にお送り下さい。
ご協力お願いします。

2017 年の最終号になりました。近所の神社では既に来
年の干支、戌の絵馬がスタンバイしています。とりあえ
ず、「今」が 1 番若いんだからという自覚を持って日々
を過ごそうと決めました。
かなり早い年末のご挨拶となりますが、2017 年もあり
がとうございました、2018 年は発展の年になると思い
ます。来年もよろしくお願いします。

●メールと写真、ご意見、ご感想はこちらへどうぞ。
　 information@j-jafra.jp

大
混
乱
だ
っ
た
こ
と
が
記
憶
に
残
っ
た
よ
う
で

す
。

　

息
子
と
観
戦
し
た
ソ
ウ
ル
で
の
準
決
勝
の
韓

国
VS
ド
イ
ツ
。
真
っ
赤
に
染
ま
っ
た
６
万
人
の

「
テ
ー
ハ
ミ
ン
グ
」
は
迫
力
満
点
！

　

２
０
０
６
年
ド
イ
ツ
大
会
は
ジ
ー
コ
ジ
ャ
パ

ン
。
日
本
が
予
選
リ
ー
グ
を
突
破
す
る
予
定
で

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
観
戦
。
日
本
が
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
完
敗
し
た
た
め
、
カ
イ
ザ
ー
ス
ラ

ウ
テ
ル
ン
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
VS
イ
タ
リ
ア
を

観
戦
。

　

イ
タ
リ
ア
の
お
兄
さ
ん
に
「
日
本
は
負
け
た

の
に
、
な
ん
で
ス
タ
ジ
ア
ム
に
来
て
る
ん
だ
」

み
た
い
な
こ
と
を
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
優
勝
し

た
イ
タ
リ
ア
が
大
苦
戦
で
す
ご
く
面
白
か
っ
た
。

　

試
合
前
の
ア
ッ
プ
で
、
バ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
の

私
の
目
の
前
で
イ
タ
リ
ア
先
発
選
手
の
５
対
５

の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
。
ピ
ル
ロ
、
ガ
ッ
ツ
ー
ゾ
、
カ

ン
ナ
バ
ー
ロ
、
ト
ッ
テ
ィ
・
・
・
圧
巻
!!

　

２
０
１
０
年
南
ア
フ
リ
カ
大
会
は
残
念
な
が

ら
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

２
０
１
４
年
ブ
ラ
ジ
ル
大
会
は
妻
と
参
戦
。

ロ
ス
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
経
由
で
日
本
の
第
１
戦
会

場
レ
シ
フ
ェ
ま
で
約
40
時
間
か
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
初
め
て
７
泊
11
日
の
日
程
の
意
味
を
理

解
。

　

ナ
タ
ル
で
の
第
２
戦
も
日
本
は
あ
ま
り
に
も

不
甲
斐
な
い
試
合
内
容
で
勝
利
を
つ
か
め
ず
。

　

試
合
よ
り
も
、
観
光
に
行
っ
た
「
イ
グ
ア
ス

の
滝
」
に
感
動
!!　

す
ご
か
っ
た
!!

　

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
、
毎
回
６
月
上
旬
か
ら

７
月
上
旬
に
か
け
て
１
ヶ
月
間
開
催
さ
れ
ま
す
。

弊
社
の
株
主

総
会
は
、
毎

年
６
月
の
中

旬
か
ら
下
旬

に
開
催
。

　

前
年
度
の

業
績
が
悪
い

と
、
参
戦
し

に
く
い
タ
イ

ミ
ン
グ
な
ん

で
す
ね
。
そ

ん
な
わ
け

で
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
後
の
南
ア
大
会
は
不
参
加
で
し
た
。

　

現
在
、
ロ
シ
ア
大
会
に
行
か
れ
る
よ
う
社
員

を
鼓
舞
し
て
い
ま
す
!!

次
回
も
お
楽
し
み
に
。

イグアスの滝！ 虹が出て感動 !!

広 場理
事
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

第
２
回
理
事
会
を
次
の
日
程
で
開
催
し

ま
す
。
役
員
の
皆
さ
ま
は
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
決
定
事
項
に
つ
き
ま
し
て

は
、
次
号
の
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
で
報

告
い
た
し
ま
す
。

日
時
：
12
月
７
日
（
木
）
15
時
30
分

会
場
：
Ｊ
Ｒ
恵
比
寿
ビ
ル
10
Ｆ
㈱
ジ
ェ
イ

ア
ー
ル
東
日
本
企
画
大
会
議
室

 

２
０
１
８
年
広
告
界
合
同
年
賀
会
の

ご
案
内

　

毎
年
恒
例
の
年
賀
会
は
以
下
の
予
定
で

ご
ざ
い
ま
す
。

日
時
：
２
０
１
８
年
１
月
５
日
（
金
）

　
　
　

15
時
30
分
～
17
時

会
場
：
帝
国
ホ
テ
ル 

本
館
２
階 

孔
雀
の
間

　

年
始
の
お
忙
し
い
時
間
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ


